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雨量の増加によってもたらされる氾濫には、川から水があふれたり堤防が決壊して起こる「外水氾濫」と、街中の排水が間に合わず、地下水路
などからあふれ出す「内水氾濫」の2タイプがあります。

氾濫水は勢いが強く、大人の膝程度の深さ
で歩行が困難となる。浸水してから自宅外
への避難は危険。
気象予報や河川
洪水予報などの
情報をもとに、身
の危険を感じた
ら自主的に避難
を開始する。

周囲の状況が危険で避難場所まで移動で
きない場合は、自宅や近隣の頑丈な建物の
できるだけ高い階に避難する。
移動途中であっ
ても、危険を感じ
た場合は、近隣
の建物のできる
だけ高い階に退
避する。

裸足、長靴は厳禁。
水中で脱げづらい紐靴などが適している。
また、氾濫水は濁っているため、水面下が
確認できない。
長い棒などを杖
替わりとし、側
溝やマンホー
ル、障害物に注
意する。

降雨が続き不安に思っても、川や用水路、
田畑の用水は見に行かない。やむを得ない
場合は複数人で行動する。河川の様子の確
認は、自治体などのラ
イブカメラ情報を活用
する。また、避難の途中
も増水した川の近くを
通るのは避ける。

地下にいる場合、地上の様子が把握しづら
く、避難経路が限定される。また、地上が冠
水すると、一気
に水が流れ込ん
でくる場合もあ
る。停電の可能
性も高く、脱出
が困難となる。

道路や線路の下をくぐるアンダーパスや地
下道は、洪水の際、真っ先に浸水する。
場所を把握し、迂
回路を想定して
おく。

●河岸侵食
河岸が削られる事によって家屋倒壊等の危険がある区域

●氾濫流
堤防の決壊等によって川の水が流出し､家屋倒壊等の危険がある区域

家屋の倒壊･流失をもたらすような堤防決壊が想定される区域です。防災マップでは以下の要因において表記を分けています。

大雨の水が川
に集まり、川の
水かさが増し
堤防を超える、
あるいは堤防

を決壊させて川の水が外にあふ
れておきる洪水。
氾濫が起きると一気に水かさが
増すため、最大の注意が必要。

その場所に
降った雨水
や、周りから
流れ込んで
きた水がは

けきれず溜まって起きる洪水。
的確なタイミングで警報や避
難指示を出すのが難しいた
め、注意が必要。

（ページ内の図表は気象庁ホームページより抜粋、編集）

洪水ハザード情報について

この区域では、早期の立退き避難が必要です｡
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家庭で屋内にいるとき

●家具の転倒や落下物から身を
守るため、頭を保護しながら大
きな家具から離れ、丈夫な机の
下などに隠れましょう。
●あわてて外に飛び出さないでく
ださい。
●料理や暖房などで火を使って
いる場合、その場で火を消せる
ときは火の始末、火元から離れ
ているときは無理に火を消しに
行かないでください。

人が大勢いる施設（大規模店舗などの集客施設）にいるとき

●あわてずに施設の係員や従業
員などの指示に従ってくださ
い。
●従業員などから指示がない場
合は、その場で頭を保護し、揺
れに備えて安全な姿勢をとって
ください。
●吊り下がっている照明などの下
から退避してください。
●あわてて出口や階段に殺到しな
い様にしましょう。

エレベーターに乗っているとき

●最寄りの階で停止させて、すぐ
に降りてください。

屋外にいるとき

●ブロック塀の倒壊や自動販売機
の転倒などに注意し、これらの
そばから離れてください。
●ビルの壁、看板や割れた窓ガラ
スなどの落下に注意して、建物
から離れてください。

山やがけ付近にいるとき

●落石やがけ崩れに注意し、でき
るだけその場から離れてくださ
い。

鉄道・バスに乗っているとき

●つり革や手すりにしっかりつか
まりましょう。

自動車運転中

●あわてて急ハンドルや急ブレー
キをかけず緩やかに速度を落
としてください。
●ハザードランプを点灯して周り
の車に注意を促し、道路の左側
に停止してください。
●車を置いて避難する時は、キー
を付けたまま避難する事を国で
推奨しています。

まずは、身の安全を確保した後、むやみに移動を開始しな
いことが基本！安全な場所にとどまることを考えましょう。
●道路では余震で頭上から物が落下してきたり、道中に火災が起こっ
ていたりするなど、数多くの危険が予想されますので、安全な場所か
らはむやみに移動しないようにしましょう。
●駅周辺等大混雑している場所では、人が将棋倒しになる集団転倒が
起きやすくなります。駅周辺に
は近づかないようにしましょう。
●発生3日程度は火災の発生や
救助・救急活動優先のため、混
乱状態が続きます。まず身を守
るために安全な場所にとどまる
ことを考えましょう。

大都市で地震に遭遇した時

地震対策について

地震の揺れを感じた場合、あるいは緊急地震速報を見聞きした場合は、あわてずにまずは身の安全を確保してください。
そして、落ち着いてテレビやラジオ、携帯電話やスマートフォンなど、様々な手段を使って正確な情報の把握に努めましょう。

出典：首相官邸ホームページを加工して作成


